
「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
」に
よ
る
被
害
想
定

　

内
閣
府
中
央
防
災
会
議
が
、
８
月
29
日
（
水
）、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
に
よ
る
地
震

や
津
波
に
関
す
る
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
被
害
想
定
の
調
査
結
果
は
、
主
に
全
国
ま
た
は
都
道
府
県
単
位
の
も
の

で
、
田
原
市
に
関
す
る
被
害
の
詳
細
は
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
今
後
は
、
国
や
県

か
ら
詳
細
な
情
報
が
発
表
さ
れ
し
だ
い
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

◉
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
関
す
る
情
報
は
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　http://w
w
w
.bousai.go.jp/nankaitrough_info.htm

l

　

地
震
の
規
模
は
Ｍ
９
・
０
を
想
定

　

地
震
の
規
模
は
、東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震（
３
連
動
）の
強
震
断
層
域（
従
来
の
呼
び

方
は「
震
源
域
」）を
拡
大
し
た
も
の
で
Ｍ

９
・
０
、津
波
の
規
模
は
、さ
ら
に
南
海
ト
ラ

フ
軸
ま
で
拡
大
し
た
も
の
を
津
波
断
層
域

と
し
た
も
の
で
Ｍ
９
・
１
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
踏
ま
え
、現

時
点
で
の
最
新
の
科
学
的
な
知
見
に
基
づ

き
、今
後
発
生
し
う
る
最
大
規
模
の
地
震
・

津
波
を
推
計
し
た
も
の
で
す
。

　

東
海
地
方
が
最
も
被
災
す
る
ケ
ー

ス
で
、愛
知
県
内
で
の
被
害
想
定
は
、

建
物
被
害
約
38
万
８
０
０
０
棟
、死
者

約
２
万
３
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
う
ち
、津
波
に
よ
る
死
者
は
約

６
４
０
０
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
場
合
、全
国
で
は
建
物
被

害
約
２
３
８
万
２
０
０
０
棟
、死
者
約

32
万
３
０
０
０
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
最
大
震
度
は
７

　

強
震
動
生
成
域（
断
層
面
の
中
で
特
に
強

い
地
震
波
を
発
生
さ
せ
る
領
域
）な
ど
の

違
い
に
よ
り
、５
つ
の
ケ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
、震
度
の
分
布
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
、田
原
市
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
ケ
ー

ス
で
最
大
震
度
が
７
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
液
状
化
の
被
害

　

液
状
化
に
つ
い
て
は
、低
地
や
河
川
の

流
域
・
河
口
部
、埋
立
地
な
ど
で
液
状
化
の

可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■震度の分布図（抜粋）

液状化可能性

■液状化の被害予測（抜粋）

※
南
海
ト
ラ
フ
と
は
、
四
国
の
南
の
海
底

に
あ
る
水
深
４
０
０
０
ｍ
級
の
深
い
溝

（
ト
ラ
フ
）
の
こ
と

※
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●臨海工業地帯から伊良湖岬方面を望む

□ 大
□ 中
□ 小
□ なし
□ 対象層なし

震度階級
□ 7
□ 6強
□ 6弱
□ 5強
□ 5弱
□ 4
□ 3以下

1500

km

300


